
田
原
淳
の
ド
イ
ツ
留
学
は
一
九
○
三
～
一
九
○
六
年
の
二
年
六

ケ
月
で
あ
る
が
く
囚
一
潟
ぐ
○
口
⑦
５
国
ぐ
国
の
目
角
旨
］
ｇ
“
か
ら

ロ
煙
の
両
①
冒
画
白
眉
の
望
の
扇
ョ
号
の
髄
侭
呂
①
島
①
同
①
国
の
を
上
梓

し
、
ほ
か
に
三
編
の
論
文
を
在
独
中
に
発
表
し
て
い
る
・
拙
文
「
田

原
結
節
の
発
見
者
田
原
淳
」
は
昭
和
五
九
年
二
月
の
日
医
ニ
ュ

ー
ス
「
医
界
風
土
記
」
三
○
九
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
折
に
触
れ

文
献
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
田
原
淳
の
原
著
と
須
磨
幸
蔵
教
授
訳

の
復
刻
版
と
を
九
大
医
学
部
図
書
館
に
お
い
て
通
覧
す
る
機
会
を

得
、
随
所
に
プ
ラ
ハ
大
学
函
①
国
侭
教
授
の
心
臓
刺
激
伝
導
に
関

す
る
生
理
学
的
研
究
業
績
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
一

九
○
○
年
前
後
の
欧
米
に
お
い
て
、
刺
激
伝
導
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

心
電
図
な
ど
を
駆
使
し
て
追
及
し
て
い
た
学
派
と
、
国
尉
【
①
具
田

原
ら
の
組
織
解
剖
学
的
研
究
と
の
競
合
を
検
討
し
て
些
か
の
考
察

８
「
田
原
結
節
の
発
見
者
田
原
淳
」
補
遺

冨
田
達
夫

を
加
え
、
拙
文
補
遺
と
し
て
報
告
す
る
。

一
九
○
五
年
、
ド
イ
ツ
生
理
学
会
で
鈩
閂
言
索
が
発
表
し
た

「
国
昌
島
ｇ
菌
附
日
に
関
す
る
田
原
博
士
の
知
見
」
の
な
か
で
、

田
原
結
節
の
発
見
に
つ
い
て
の
記
述
は
至
っ
て
控
目
で
あ
る
。
「
心

房
と
心
室
を
連
結
す
る
巨
匡
農
①
厨
の
閏
⑩
房
扁
日
に
は
錯
綜
す
る

編
目
細
工
の
結
節
が
存
在
し
、
主
部
は
心
房
断
面
に
あ
り
、
心
房

束
・
結
節
・
心
室
束
に
三
区
分
さ
れ
、
い
ず
れ
も
甸
日
冨
昌
①
セ
ン

イ
で
あ
っ
て
哺
乳
動
物
す
べ
て
に
認
め
ら
れ
る
。
組
織
解
剖
学
的

な
根
拠
か
ら
で
は
あ
る
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
博
士
は
自
働
的
心

臓
運
動
の
筋
性
中
枢
と
考
え
る
」
と
説
明
し
、
国
蔚
束
を
切
断
し
て

結
節
に
到
達
で
き
る
手
技
を
図
解
し
標
本
を
供
覧
し
た
。
討
論
に

起
っ
た
函
①
昌
侭
は
「
シ
閂
冒
或
君
が
報
告
さ
れ
た
博
士
の
組
織

学
的
研
究
が
ご
冨
侭
画
侭
の
ｇ
ａ
①
一
の
構
造
と
刺
激
伝
導
径
路
を

解
明
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
進
歩
だ
。
こ
れ
ま
で
伝
導
時
間
の

遅
延
と
か
、
心
房
に
発
し
た
刺
激
で
心
室
の
収
縮
が
心
尖
部
近
傍

つ
ま
り
乳
頭
筋
近
傍
に
極
く
早
期
に
観
察
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
こ

の
解
剖
学
的
土
台
が
生
理
学
的
な
解
釈
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。
弔
貝
‐

冨
目
希
セ
ン
イ
が
刺
激
伝
導
セ
ン
イ
と
し
て
の
生
理
学
的
意
義
を

い
っ
ぺ
ん
に
勝
ち
取
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ｍ
ｇ
ｏ
庫
君
が
ご
肩
侭
四
ご
‐
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鴨
目
且
里
を
全
く
完
壁
に
切
断
（
四
日
胃
里
①
曰
く
○
房
＆
且
億
号
Ｈ
ｇ
‐

の
。
ｇ
①
丘
２
）
し
得
た
と
い
う
、
そ
の
部
位
の
描
写
に
関
し
て
は
、

小
生
が
最
近
発
表
し
た
論
文
に
、
ほ
ぼ
同
じ
言
葉
で
表
現
し
て
い

る
の
だ
が
、
こ
の
束
が
小
生
の
切
断
し
た
部
位
だ
と
確
認
さ
れ
た

こ
と
は
う
れ
し
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。
田
原
淳
の
原
著
に
は

シ
、
ｇ
ｏ
廟
の
序
文
が
一
九
○
六
年
三
月
一
九
日
付
で
記
載
さ
れ

「
国
尉
の
発
見
に
よ
る
連
結
束
は
心
房
筋
と
心
室
中
隔
筋
と
を
直

接
連
結
す
る
も
の
で
な
く
、
房
室
セ
ン
イ
中
隔
の
直
上
で
非
常
に

複
雑
な
構
造
の
結
節
を
形
成
し
た
あ
と
、
中
隔
を
貫
通
し
て
左
右

脚
に
分
か
れ
末
梢
の
心
室
壁
に
到
達
し
て
初
め
て
も
日
置
三
①
セ

ン
イ
の
形
態
を
と
り
心
室
筋
と
連
結
す
る
」
と
解
説
し
、
正
確
な

国
①
国
侭
の
国
の
束
切
断
実
験
か
ら
哺
乳
動
物
心
の
刺
激
発
生
源

が
心
房
の
大
静
脈
入
口
部
附
近
に
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
結
節
に
は
発

生
し
な
い
と
い
う
国
①
国
侭
の
説
を
納
得
す
る
わ
け
で
は
な
い
、

と
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
切
断
実
験
を
反
復
研
究
し
て
い
た
グ
ル

ー
プ
は
当
時
す
で
に
大
静
脈
入
口
部
に
注
目
し
て
お
り
、
シ
甲

ｇ
ｏ
索
と
田
原
の
記
述
に
は
解
剖
組
織
学
的
に
田
原
結
節
か
ら
上

行
性
に
セ
ン
イ
を
追
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
翌
年

尿
四
昏
国
胃
宍
の
発
見
に
な
る
洞
結
節
の
存
在
の
可
能
性
を
示
唆

す
る
よ
う
な
記
述
は
極
め
て
興
味
深
い
。
一
九
二
年
国
①
国
侭

に
師
事
し
た
呉
建
は
五
編
の
論
文
を
在
独
中
に
発
表
し
、
帰
国
し

て
大
正
四
年
「
心
臓
の
生
理
及
不
整
豚
二
就
テ
」
（
日
新
医
学
三
～
四

号
）
の
論
文
に
三
十
四
編
の
国
①
国
侭
の
業
績
を
引
用
文
献
に
挙

げ
て
い
る
。

心
臓
の
刺
激
伝
導
が
長
く
神
経
支
配
説
で
あ
っ
た
の
を
函
尉
、

国
①
国
長
ら
に
よ
っ
て
筋
肉
支
配
説
に
傾
き
、
筋
肉
支
配
論
者
の
努

力
が
国
尉
束
、
田
原
結
節
、
洞
結
節
の
発
見
に
実
を
結
ぶ
こ
と
に

な
る
。
呉
建
は
「
筋
肉
支
配
論
者
が
純
粋
ナ
ル
筋
セ
ン
イ
ナ
リ
ト

信
ゼ
シ
刺
戟
伝
達
路
及
刺
戟
発
生
部
ニ
モ
多
ク
ノ
神
経
組
織
ヲ
認

メ
又
此
部
分
が
神
経
細
胞
ト
密
接
ノ
関
係
ア
リ
」
「
ヘ
ー
リ
ン
グ
氏

ノ
如
キ
ハ
近
来
神
経
筋
肉
支
配
説
ヲ
建
ツ
ル
ニ
至
り
シ
」
と
述
べ

て
い
る
。

田
原
淳
の
両
①
巨
里
自
侭
の
異
の
蔚
冒
に
ま
つ
わ
る
「
先
陣
争
い
」

を
改
め
て
発
掘
し
て
み
た
い
と
思
う
。

（
西
日
本
産
業
衛
生
会
）
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